
京都世界遺産ＰＢＬ科目 

連携先世界遺産： 醍醐寺   

活動目的・概要 

目的：建物から見た近代の醍醐寺の復興を再評価し、醍醐寺の近代の建築物についても知ってもらう。 

概要：醍醐寺境内には様々な建築物が存在します。下醍醐には五重塔・金堂・仁王門、上醍醐には薬師
堂・清瀧宮拝殿などがあります。それらは国宝・重要文化財に指定され、歴史的・建築的に高く評価され
ています。それとともに、境内には、それら以外にも近代に建立されたものも多数現存します。なかでも、
下醍醐の大伝法院と呼ばれる区画には、昭和期に建立された建築物が多く存在します。 

 しかし、それらは醍醐寺の復興という重大な出来事と密接に関係があるにもかかわらず、評価の対象と
なってきませんでした。近代の建築物は、古代や近世に建立されたものと比べれば歴史は浅いですが、歴
史的・建築的価値は大いにあります。今回は、それらを再評価すべきであると考え、醍醐寺の建築物を調
査しました。それとともに、醍醐寺に訪れる方々にも詳しく知ってもらうことを目標として、近代の建築
物を知ることが出来るパネル作成に取り組みました。 

  

■受講生 

■担当教員 

藤村 紘之（京都橘大学・文・４） 

登谷 伸宏（京都橘大学・文学部・助教） 

◆主な活動 

開講大学：京都橘大学 科目名： 遺産情報演習Ⅰ(ｂ) 

建物から見た近代の醍醐寺の復興を再評価する 
パネルの作成 

2017.4.22ガイダンス 
2017.5.28 全体オリエンテーション 
2017.6.17 醍醐寺建築物に関する調査（1回目） 

2017.8.4 醍醐寺建築物に関する調査（2回目） 

2017.8.11 醍醐寺建築物に関する調査（3回目） 

2017.9.5 醍醐寺観音堂に関する調査（4回目） 
2017.10. 調査のまとめ（自主活動） 
 
 

 
 

2017.11.15 醍醐寺建築物に関する調査（5回目） 

2017.11.16 成果物作成に向けた準備 
2017.11.18 発表準備 
2017.11.27 成果発表準備 
2017.12.7 世界遺産保持者に成果事前発表 
2017.12.10 成果発表 
2017.12.成果物作成 
 

チーム名 

 本科目が取り組んだ課題・改善事項     

調査風景 観音堂 不動堂鬼瓦刻銘 



活動の成果 

 調査の結果、醍醐寺の境内の約7～8割が明治以降の建造物であり、近代の建物ということは廃仏毀釈に
より財政難になった醍醐寺が復興する際に寄進、建立されたとものと考えられます。であれば近代の醍醐
寺を知るうえで必要不可欠なものであり、財政難後醍醐寺がいかに復興してきたかの手掛かりとして無く
てはならないものであると分かり、重要性がわかったことによりこれらの建物の再評価及び現状の保存が
必要であると考えました 

 またこの重要性を知ってもらうために「醍醐寺建築物一覧パネル」の制作を考えました。 

 「醍醐寺建築物一覧パネル」は醍醐寺の伽藍がわかる地図に近代建築物の写真と簡単な解説をのせ、各
建物には番号をふり、名前と概観の一致やその建物の役割や歴史的価値が見てわかるパネル作成を行う予
定で、現在制作中ですが 平成29年度中には完成予定です。醍醐寺に来られる方により詳しく醍醐寺の建物
を知ってもらえるパネル製作を目指します。 

 

醍醐寺建築物一覧パネル 

京都世界遺産ＰＢＬ科目 

醍醐寺近代建築物リスト 

弁天堂 報恩院 不動堂 



活動を振り返って 

 今回、京都世界遺産ＰＢＬで建築物をテーマにして活動する中で、建築物を歴史的事柄に結び付け
て評価し、歴史的価値を広く周知・活用し、周りにわかる形に残すことの難しさを体感しました。ま
たそのための成果物作成を一人という、限られた人数で行えることを模索し、対象や目標が明確にわ
かるものを作成することにもかなりの苦労を強いられました。 
 しかし、醍醐寺の建物の調査やまとめを行い、醍醐寺の建築物について詳しく知ることで、魅力に
気付き、その魅力を多くの人に知ってほしいという思いから苦労がやり甲斐に変わりました。 
 私の活動を通して、出来たことは小さなことかもしれませんが、多くの人に醍醐寺の近代建築につ
いて知ってもらうきっかけになればと思います。 

担当教員からのコメント 

登谷 伸宏 

 本年度は、受講生が一人であったため、教員の提案した「醍醐寺の境内を再評価する」というプロ
グラムに対して、学生がいかに作業を進め、一定の成果を上げることができるのか、という部分を重
視した授業を展開した。 

 学生とともに醍醐寺境内を踏査するなかで、境内には金堂や五重塔など文化財としての評価が定
まった建物の他に、どのような建物が建っているのかを記録し、リストにするという作業を行った。 

 学生が、調査を行う過程で境内に近代以降の建物が多いことに気づき、①それらの持つ文化財とし
ての価値を参拝客に広く知ってもらうこと、②そのために近代以降の建物の一覧とその写真をパネル
とすることを目標とできたことは、大いに評価できる点だと考える。 

 その一方で、学生一人が授業において行える作業は非常に限られたものであり、各建物について詳
細に評価することができなかったのは非常に残念な点である。 

京都世界遺産ＰＢＬ科目 



活動資料 

京都世界遺産ＰＢＬ科目 

調査建物一覧表(平成29年12月現在) 


